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Ⅰ．はじめに 

令和 7年度は、佐用福祉会の認可といちょう園（通所部）の開設から 44年目となります。 

令和 6 年度から障害者差別解消法が法的義務化されました。合理的配慮についても、これまでは公

的な場所での義務化であったものが、民間事業者にも義務化されました。 

令和 6 年度報酬改定では、利用者の意思決定支援を推進する為の方策として、施設のすべての入所

者に対して、地域移行の意向を確認するようになりました。また障害福祉サービスの実績や経験のな

い事業者の参入により、支援の質の低下が懸念される中、事業運営の透明性を高め、一定の質の確保

につなげる為に、令和 7 年度からグループホーム等において地域連携推進会議を設置し、地域の関係

者を含む外部の目を定期的に入れる取り組みが義務付けられました。グループホーム「たんぽぽ」に

おいても、地域連携推進会議設置に向けて取り組んでいきます。 

佐用福祉会では、理念である「おもいやりの心を大切にし、サービスの提供を行います」を念頭に

置き、ご利用者にとって安全で安心した暮らしが送れるように、より一層取り組んで参ります。 

 

 

 

1. 地域からのニーズについて 

〇町内における障害児・者について 

佐用町は「まちの課題」として、 

「1、障がい者の自立した生活への支援」 

「2、相談体制の充実」 

「3、障がい者への理解促進」 

「4、発達障がいのある方への支援」 

「5、障がい者が生きがいを持って暮らせるまちづくり」   

の 5つを挙げています。（引用） 

『専門性を発揮する、求められる社会資源』としての活動 

『身近にある相談相手』としての気軽さと信頼感、 

『障害があることで不利益を被らない地域の拠点』としての存在が求められています。 

（※） 第 7期佐用町障がい福祉計画及び第 3期佐用町障がい児福祉計画 より  
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  [我が町の現状] 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

佐用町は、年々人口の減少、世帯数の減少が見られます。平成 17年には 1世帯当たりに 3人住んで

いましたが、令和 5年には 2.2人となり、年々家族で支えあうことが難しくなっています。 

 年齢別人口構成比をみると、15歳未満の 8.2％に対し、65 歳以上が 43.4％を占めています。15歳～

64 歳の生産労働人口も年々減少し 48.4％となっています。少子高齢化が顕著となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

障害者手帳所持者数の推移をみると、障害者手帳所持者数（３障害合計）は減少傾向にあります。 

手帳の種別で見ると、グラフの７年間で身体障害者数は減少傾向（-151人）が見られますが、療育手

帳所持者は増加傾向（＋18人）があります。町全体の人口が減少傾向にあることを考えると、特に知的

障害、精神障害分野のニーズがこれから増える傾向にあると予測されます。 

  

（※） 第 7期佐用町障がい福祉計画 

及び 第 3期佐用町障がい児福祉計画より 
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Ⅱ．理念・基本姿勢 

 

 

基本理念 

理 念 

おもいやりのこころを大切にし、サービスの提供を行います。 

 

 

ビジョン 

多様性を認め合い、1 人ひとりの個性を大切に、 

「私たちの力」で幸せをデザインする。 

 

 

基本姿勢 

① 常に安心、安全を最優先し、ご利用者の信頼に応えます。 

② 地域福祉の拠点として、ニーズに応える法人となります。 

③ 佐用福祉会の発展を通じて、職員の幸せを築きます。 

 

 

  

お互いを知る

現在　⇒　5年後　⇒　10年後

｢その人らしい

生活｣を提供する。
それぞれの

居場所を作る

【佐用福祉会 10年後のビジョン】
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Ⅲ．重点目標、短・中・長期計画 

1. 基本姿勢 

平成 28 年の社会福祉法改正により、『利用者が、その人らしく暮らせる支援』だけではなく、『地域

に根付いた支援』が社会福祉法人に対して求められる時代となった。施設利用者、地域の皆様が安心

して暮らせる『福祉の拠点』を目指す。 

 

2. 佐用福祉会 中・長期計画 

① 法人組織ガバナンスの強化、安定した経営、地域における公益的な取組を実施 

② 地域に根付いた支援と事業の展開 

③ 障害福祉サービスの充実、権利擁護の推進 

④ 人材の確保、育成。職員全体の意欲向上 

 

 

3. 3カ年計画（令和 7 年度～令和 9年度）、短期計画（令和 7年度） 

 

  

長・中期
目標項目

3カ年計画
（令和7～9年度）

短期計画（令和7年度）

③

虐待防止の取り組
みと従事者への周
知徹底

・虐待防止委員会の開催。虐待防止等の為の従事者への研修を実施す
る。
・職員のストレスチェックと、要因分析。面談やラインケアの充実を
行い、職員のメンタルケアを図る。

④ 職員の定着
・役職者の職務分担を明確化し、職員個々の生産性を上げていく。研
修、人事評価制度等を通じて、職員のスキルアップを図れるようにす
る。

①
内部管理体制の構
築

・定款細則の制定。

③
個別支援計画の充
実。

・利用者のニーズを実現できる個別支援計画の作成。意思決定支援の
運営基準の位置づけ。地域連携推進会議の設置。
（利用者ひとり一人からのニーズの聞き取りを行う。）

①②③

新規利用者の確保
及び、利用者の安
定利用（安定した
経営）

・相談支援事業所等からの施設見学希望者について積極的に対応し、
利用につなげていく。受け入れに対して、入所検討を行い、課題に柔
軟に対応していく。施設入所に関して通所利用者に働きかけていく。

地
域
福
祉

事
業
課

④
支援員・相談員・
世話人の人材育成

・利用者への支援を通し（相談支援業務）何でも話し合う事ができる
環境を作り、働きやすく強いチームを作る。

法
人
本
部

施
設
サ
ー

ビ
ス

事
業
課
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Ⅳ．運営組織図及び法人実態 

① 運営組織図 
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管
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管
理
者
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長
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合
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管
理
者
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世
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計

男 1 1 1 1 4

女 3 3 6

合 計 1 1 1 4 3 10

管
理
者

所
　
長

支
援
員

合
　
計

男 1 1

女 4 4

合 計 0 1 4 5

　【障害者支援施設いちょう園】

　【相談支援事業所すまいる】

　【グループホームたんぽぽ】

　【地域活動支援センターあさぎり】

②職員実態（R7.4.1予定） 
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Ⅴ．事業活動計画 

 

1. 基本姿勢 

 法人本部と各事業所が同じ目標を向いて進むこと、法令に基づき根拠のあるサービス提供を行う

ことを目的とし、計画を定める。 

 

2. 法人本部実施事業 

   社会の状況に即した諸規定の見直しを行う。 

理事会の開催（6月、12月、2月、3月、その他随時。年 4回以上） 

評議員会の開催（6月、12月、2月、3月、その他随時。年 4回以上） 

監査の実施（5月） 

理事、評議員、監事の研修会への参加（2月） 

第三者評価結果に基づいた事業改善の実施 

 

3. サービス別支援計画 

※『障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律(障害者総合支援法)』及び、同法第

七十七条（市町村の地域生活支援事業）にて定められる各市町村の規定に準ずる。 

※『基本的人権の尊重』『計画に沿ったサービスの提供』『安心・安全の提供』等、各種コンプライアン

スに沿ってサービスを提供する。 

 

  ①生活介護（障害者支援施設いちょう園） 

   基本方針：施設利用の充実を図る。利用者がいちょう園に毎日通い、生きがいを持てるような、心

のこもった支援を行う。保護者から依頼されるどの様な相談にも親切丁寧に対応し、

信頼される施設となるように取り組んでいく。 

   目的：(1) 個人に合わせた日中活動を提供することにより、『その人らしい生活』を目指す。 

(2)  QOLの向上を図り、集団への参加及び社会参加の促進に努める。 

 (3)  作業や創作活動を通じて社会の一員としての自覚と、社会参加への知識、技能の習得

に努める。 

(4)  各種交流会活動を通じ、互いのふれあいの場を提供するとともに、地域の福祉教育の

場を提供する。 

   内容：日常生活支援、レクレーション活動、創作活動、園バスによる送迎、地域への奉仕活動、

その他各種支援。 
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  ②施設入所支援（障害者支援施設いちょう園） 

   基本方針：利用者が、のびのびと生活でき、一人ひとりの個性を尊重しながら本人らしい暮らしが

できるよう支援する。重度高齢者に対応し、利用者一人ひとりの視点に立ち、利用者が

安心して生活できるサービスの提供を行う。保護者から依頼されるどの様な相談にも

親切丁寧に対応し、信頼される施設となるように取り組んでいく。 

   目的：(1) 利用者の人権、プライバシーに十分配慮した施設づくりを目指す。 

 (2) 基本的生活習慣の確立を図り、健康管理と体力の維持に努める。 

 (3) 買物や喫茶等の外出機会を設け、利用者自身のリフレッシュだけでなく、地域の皆様

との交流を目指す。 

  (4) 本人らしい生活を送るための様々な合理的配慮を行う。 

   内容：日常生活支援、起床・就寝支援、買物・持物管理、各種当番活動、その他各種支援。 

 

③就労継続支援 B型（障害者支援施設いちょう園） 

   基本方針：仕事を通じて、働く喜び、報酬を得る喜びを実感して頂く。 

   目的:(1) 就労の機会を提供する。 

(2) 委託作業を通じて、社会の一員としての自覚と、社会参加への知識、技能の習得に努

める。 

   内容：各種委託作業、その他各種支援 

 

④短期入所（障害者支援施設いちょう園） 

   基本方針：障害者支援施設等への短期間の入所が必要な障害者等について、一時的に夜間就寝を含

めた支援を行う。保護者から、いざという時に頼れる施設として、存在感を高める。 

   目的：(1) 在宅の障害者へ、居宅において必要な支援や介護ができない時、施設利用者と同じく、

排泄又は食事等の介護や日常生活上の支援を行う。 

(2) 本人ニーズの充足を目指し、利用者に合わせた合理的配慮を行う。 

(3) 家族の活動や参加、安心を支援し、介護負担軽減等を図る。 

   内容：日常生活支援、起床・就寝支援、各種当番活動、その他各種支援。 

 

   ⑤日中一時支援（障害者支援施設いちょう園） 

   基本方針：障害者支援施設等への短時間の入所が必要な障害者等について、一時的な見守りサービ

スの提供、日中活動の提供を行う。保護者がいざという時に頼れる施設として、存在感

を高める。 

   目的：(1) 在宅の障害者へ、居宅において必要な支援や介護ができない時、施設利用者と同じく、

排泄又は食事等の介護や日常生活上の支援を行う。  

(2) 本人の満足を目指し、利用者に合わせた合理的配慮を行う。 

(3) 家族の活動や参加、安心を支援し、介護負担軽減等を図る。 

   内容：日常生活支援、作業部活動、生活部活動、その他各種支援。 
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  ⑥共同生活援助（グループホームたんぽぽ栄町、グループホームたんぽぽ中町） 

   基本方針：利用者が『地域の中に生きる自分』を実感できる空間を提供する。地域の一員として

活動へ参加し、市町村・集落内でのニーズの充足も視野に入れ活動する。 

   目的：(1) 地域で生活を行う拠点を提供し、本人の活動の輪を広げる。 

      (2) 社会の一員としての自覚と、社会参加への知識、技能の習得に努める。 

      (3) 利用者自身の社会性及び日常生活スキルの向上を目指し、様々な合理的配慮を行う。 

      (4)  自由に生活できる環境を提供し、自立的な生活を目指す。 

   内容：地域との交流、行事への促し、地区・隣保活動への参加支援、日常生活支援、起床・就寝

支援、各種当番活動等。 

 

  ⑦計画相談支援（相談支援事業所すまいる） 

   基本方針：地域の障害者（児）の方々が、安心して自立した生活を送れるように、日々の暮らしの

中で抱えているニーズや課題にきめ細かく対応していく。 

   目的：(1) 町内の障害者のトータル的なサポート体制を確立し、相談支援事業の充実を図り、障

害者の地域生活に寄与する。 

(2) ご本人、ご家族からの相談に応じて、必要な情報の提供を行う。また佐用町行政、自

立支援連絡会、各関係機関との連携を図りながら、障害者が地域で暮らしやすいよう

に調整していく。 

(3) 福祉サービス利用者へのサービス等利用計画の作成を行う。 

 内容：相談受付、関係機関との連絡調整・サービス等利用計画の作成とモニタリング・障害福祉制

度、自立支援サービスの情報提供・福祉施設、医療機関、児童の発達相談などの専門機関を

紹介・障害基礎年金、各種手帳申請、補装具等について助言。佐用町相談支援連絡会の開催。 

 

⑧地域生活支援拠点事業（相談支援事業所すまいる、障害者支援施設いちょう園） 

基本方針：当法人が地域における福祉の拠点を担うべく活動する。 

   目的：(1) 障害者の地域における居住支援のため、24時間体制の相談、緊急時の受け入れを強化

し、効率的・効果的な地域生活支援体制を整える。 

(2) 地域移行、地域定着を中心とした相談支援を行う。 

   内容：地域で生活する障害者の相談（地域移行、親元からの自立支援等）、体験の機会と場の提供。

緊急時の短期入所受け入れ及び障害特性に応じた体制づくり(他施設や医療との連携の上

で)。 
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⑨地域活動支援センターⅢ型（地域活動支援センターあさぎり） 

   基本方針：明るく会話の途絶えない環境で、働く喜びを感じ取って頂く。様々な作業から、自分

の得意とすることを見つけ出すきっかけを掴んで頂く。 

目的：(1) 回復途上にある障害者が通い、作業及び生活訓練を通して社会的に自立する支援を行

う。 

   (2) 内職の仕事を通して、地域との交流・必要な生きる力・仕事に対する喜び等を身に付け

る。 

内容：内職等の軽作業の提供、創作活動の提供、行事等の実施、その他各種支援。 

 

 

 ※『日常生活支援』とは、「排泄・入浴・食事・洗濯、更衣及び衣服の選択・洗面歯磨き等衛生行為・そ

の他」の心身の状態に応じた支援。 

 

 4. 各部別活動計画 

基本姿勢 

 (1)設けられた各部署同士がスムーズな連携を行い、各利用者に合わせたサービスを提供する。 

 (2)各部署で月１回以上会議を開く。 

 (3)PDCAサイクルを基本に、現場に活きる活動をする。 

 

  ①保健部 

   ・利用者が健康で快適な生活を営めるよう、健康管理、疾病の早期発見・早期対応に努め、その人

らしく、いきいきと安心して日々過ごせるように支援する。 

   ・各種病院受診、健康診断、感染症対策等の処遇、及び保健関係の事務を行う。 

 

  ②給食部 

   ・調理委託業者（小野マルタマフーズ株式会社）との連絡調整、提案や改善依頼を行う。 

   ・利用者の希望、嗜好をくみ取る。 

・咀嚼・嚥下状況に応じた食事形態で提供する。 

   ・毎月、誕生月利用者の希望を基に誕生会メニューを提供する。 

   ・季節毎の各行事食、毎月のバイキングを企画・提供する。 

   

  ③総務 

   ・職員勤怠管理、採用・研修手続き業務。 

   ・施設財務会計業務（会計ソフト入力、予算、決算、小口管理） 

・介護給付費請求業務、補助金申請、指定更新、加算変更等諸手続き。 

   ・設備の修繕、環境整備などの管理業務。 

   ・来客、電話対応などの窓口業務。 
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 5. その他 

  ①権利擁護による虐待防止 

 昨今問題視されている「虐待」について、虐待防止は最低限のラインであり、権利擁護の延長線

上に位置する。 

（１）虐待防止委員会、身体拘束適正化委員会の設置 

虐待防止委員会と身体拘束適正化委員会を設置し、お互いに協力することで、ご利用者の権

利を守り、不当な扱いを『行わない』、『許さない』、『起こらない』環境を作る。 

（２）虐待防止を含む権利擁護に関する研修の実施 

   全職員対象に、権利擁護に関する研修を行う。 

（３）新たに入職する職員に対し、新任研修内に権利擁護研修を取り入れ、知識・技術不足による

虐待の発生を未然に防止する。 

 

②福祉サービスに関する意見・要望解決 （通称：みんなの声） 

社会福祉法第 82 条の規定により、本法人並びに施設では、法人及び施設運営や処遇等において

ご利用者やそのご家族からの意見・要望に適切に対応する体制を整える。本法人並びに施設におけ

る意見・要望解決責任者、意見・要望受付担当者及び第三者委員を下記により設置し、意見・要望

解決に努めることとする。 

(1)意見・要望解決責任者…施設長  

(2)意見・要望受付担当者…支援員（2名） 

(3)第三者委員…外部委託 

 

③警備・防災・安全計画（避難訓練・地域防災対策連絡会） 

  （１）避難訓練 

   【障害者支援施設いちょう園】 

毎月１回避難訓練を計画・実施する。消防署の指導による AED 使用方法、心肺蘇生法、緊急搬送

法、消火器使用訓練を組み合わせて行う。職員間緊急時連絡網の訓練を年 2回行う。なお、地域の

方にも参加を依頼し、『消防署、警察署との合同避難訓練』を年１回、『夜間避難訓練』を年１回実

施し、専門職や地域の皆様（大坪、秀谷、吉福、山平、山脇、柴谷、真盛、駅前地区、佐用町消防

団）の意見を頂き、改善を行う。 

 

   【グループホームたんぽぽ栄町】【グループホームたんぽぽ中町】 

隔月 1回夜間想定にて避難訓練を計画・実施する。年 1回、利用者の消火器使用訓練を行う。 

地域の防災訓練に参加する。 

 

【地域活動支援センターあさぎり】 

年 2回、通報訓練、避難誘導訓練、防災自主点検を行う。 

 

  （２）防災計画 

   いちょう園防災計画に基づき、平日日中においては、総指揮の下、連絡通報係、利用者係、搬出係、
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消火係、救急係に分かれ、安全確保と迅速な事態収拾を行う。夜間、土日祝日は出勤者及び当直者が

あたり、利用者の安全避難を第一として対応する。 

   消火器、火災警報器、報知器の管理について、業者による定期点検のみでなく、毎月職員による自

主点検を行う。 

   いちょう園敷地内計４箇所に防犯カメラを設置。不穏時、問題発生時に確認を行う。また、警察署

より協力を要請された際には、証拠映像として提出する。 

 

  （３）いちょう園防災対策連絡会要領 

   火災時等の災害時に、消火活動等と利用者の安全確保（見守り）を行うため、地域の皆様の力をお

借りしなければならない事態が想定される。そのためのガイドラインを双方の合意の下で作成する。 
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Ⅵ．人事及び育成計画 

 

 1. 基本姿勢 

当法人は各事業において、職員・職種の総力を以って、法人理念の実現を目指す。従って、目指す

ビジョンの共有、新任職員の育成、職員の専門的資質の向上を図ることを目的とする。 

 

 2. 人材獲得 

優秀な人材の確保を目指し、以下の活動を行う。 

①職場説明会、インターンシップの開催。 

 福祉業界全体での就職に対する理解を深める。 

 実際に事業所へ足を運んで頂き、具体的な仕事内容、職員間の雰囲気をお見せする。 

②学校訪問 

 近隣の学校と強い繋がりを持つ。 

 イベントへの参加、ボランティアの受け入れ、講師派遣等を通じ、相互に協力できる関係を築

く。 

③PR活動 

 法人公式 webサイトの運用。 

Instagramによる法人・事業所の情報、福祉に関する情報の発信。 

ハローワークへの求人掲載。 

 

  3. 人事考課制度 

理念、ビジョンの達成に向けて、人材育成をしていくため、人事考課制度を実施する。  

評価の内容は、昇格・賞与等に反映される。 

  ①毎年 1回（春）…被考課者研修。 

  ②毎年 2回（3月、9月）…考課者研修。 

③毎年 2回（4月～9月、10 月～3月）…被考課者への評価及び、面接指導。 
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 4. 研修計画 

  ※各事業において理念の実現に向けて新入職員の育成と職員の専門的資質の向上を図る。 

   

 

  
事務管理部門 全国社会福祉法人経営者大会 

全国社会福祉法人経営青年会大会 

全国知的障害者施設長会議、近畿地区施設長会議 

県知的障害者施設協会総会、県経営者協議会総会 

事務職員交流研修 

安全運転管理者講習、労務管理研修 

県互助会総会、制度改正説明会 

給食部門 福祉施設栄養士研修 

栄養士・調理員研修 

支援部門 全国知的障害職員研究大会、全国障害者支援施設部会 

近畿地区知的障害施設職員研修、グループホーム研修会 

福祉の集い、賀詞交換会 

福祉従事者中堅職員研修、福祉従事者新任職員研修 

ＯＪＴリーダー養成研修、多職種連携力を高める研修 

コーチング研修、フォロワーアップ研修、ファシリテーション研修 

職場研修担当者研修、感染症対策研修 

リスクマネジメント研修、アンガーマネジメント研修 

強度行動障害支援者研修 

障害者虐待防止マネジャー研修 

はじめて福祉の仕事に就く人のための研修 

聴き上手、伝え上手になるためのコミュニケーション研修 

メンタルヘルス・ストレスケア研修 

相談支援フォローアップ研修、相談面接技術研修 

知的障害援助専門員通信教育 

その他 社労士研修 

サービス管理責任者研修、相談支援専門員研修、 

強度行動障害支援者養成研修（基礎）は、その都度検討する。 
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 ③各委員会活動･････････以下の通り実施する。 

⚫ 感染症対策委員会 （開催日程：随時） 

  目的： 感染症の蔓延を防ぐ為、情報の共有化を行い、常に早急な対応を目指す。 

  方針： 施設内での感染症の蔓延を防ぐ為、近隣での発生状況や流行状態の情報収集を行い、未

然に対策の検討を行う。施設内の共有部分の消毒を行う。感染症発生時は、マニュアル

に従い対応する。 

 

⚫ 給食委員会 （開催日程：毎月 15日、但し奇数月は委託業者参加） 

  目的： 利用者の体重の増減、食事摂取量等の管理を行う。 

  方針： 利用者に著しい体重の増減、または食事形態に問題が生じた場合、主任支援員、看護師、

栄養士で検討を行う。 

 

⚫ 個別支援計画研究委員会 （開催日程：随時） 

  目的： 個別支援計画に沿った支援を提供する。 

  方針： 利用者の暮らしの意向に基づいて、計画を作成する。本人のエンパワーメントや QOLの

向上を図る。支援方針を一致させ共通認識として持つ。個別支援計画に沿って支援を行

い、サービスに必要な情報を的確に記録する。 

 

⚫ リスクマネジメント委員会 （開催日程：偶数月、随時） 

  目的： 利用者の安心、安全な暮らしを守るリスクマネジメントを行う。 

  方針： 法人事業所内のリスクを把握、分析し、効果的な対策の検証、見直しを行う。 

 

⚫ 虐待防止委員会 （開催日程：5月、8月、及び随時） 

  目的： 施設の生活において、利用者の安全・権利を守る。 

  方針： 8月に全職員対象研修を行う。新任職員が入職の際は随時研修を行う。 

      虐待防止マネージャー研修をはじめ、外部研修を活用する。 

      虐待防止セルフチェックやアンケートを実施する。 

 

⚫ 身体拘束適正化委員会 （開催日程：随時） 

  目的： 身体拘束廃止に向けた検討と対策。 

  方針： 基本方針として、拘束は行わない。やむを得ない場合であっても、「切迫性」「一時性」

「非代替性」を必ず満たす。 

 

⚫ 介護技術向上委員会 （開催日程：偶数月） 

  目的： 職員が介護技術を学び、安全安心な支援ができる様にする。 

  方針： 毎月のワンポイントアドバイス等で介護技術を伝え、統一した支援を行えるようにす 

る。 
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⚫ 運営改善委員会 （開催日程：毎月） 

  目的： 社会情勢と法人内の現状に目を向け、地域及び利用者中心の支援を考える。 

  方針： 第三者機関など、外部からの意見、指摘を受け検討・改善を行う。 

 

⚫ 美化促進委員会（開催日程：奇数月） 

目的：屋外、屋内の美化、環境を整え明るく気持ちの良い法人とする。 

方針：気づきと行動で利用者が心地よく暮らせる法人を目指す。 

 

⚫ 自閉症研究委員会（開催日程：偶数月） 

目的：自閉症のある利用者が安心できる環境を整える。 

方針：各利用者の障害特性に着目する。 

 

⚫ 安全衛生委員会（開催日程：毎月） 

目的：労働災害の防止。安心して働ける環境を整える。 

方針：外部からも委員（嘱託医、社労士）を招集する。各現場の意見を取り入れる。  

 

 5. 資格取得の奨励 

当法人では、職員が自ら進んで自己啓発に努め、自己研鑽、自己の職業能力の開発及び向上に積極

的に取り組む事を推奨し、以下に定める資格、認定に対し、補助制度を設ける。 

●社会福祉士       ●精神保健福祉士 

●介護福祉士       ●知的障害福祉士 

●知的障害者援助専門員  ●社会福祉主事任用資格 
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Ⅶ．設備修繕計画 

1. 基本姿勢 

各種修繕、購入計画を短期、中・長期、その他に分けて実施する。 

 

2. 設備整備・修繕計画 

 

 

①通所棟建替え

令和14年度実施

②入所棟建替え

令和19年度実施

③重度棟建替え

令和29年度実施

④自立訓練棟建替え

令和33年度実施

①トラック買替購入 ③シエンタⅠ買替購入

令和8年度実施 令和10年度実施

②イース買替購入 ④ハイエース買替購入

令和9年度実施 令和11年度実施

⑤シエンタⅡ買替購入

令和12年度実施

⑥ワゴンR買替購入

令和13年度実施

①温蔵庫買替購入 ②プレハブ冷蔵庫買替購入

令和7年度実施 令和8年度実施

①ろ過循環機買替購入

令和19年度実施

②床暖房買替購入

令和29年度実施

③スプリンクラー買替購入

令和29年度実施

その他
令和10年度～

機
械
買
替

、
新
規
購
入

建
物
関
係
新
築
・
修
繕
等

令和9年度

器
具
及
び
備
品
買
替

新
規
購
入

車
輌
関
係
・
購
入
等

短期 中長期
令和7年度 令和8年度～
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（1）建物関係建替え、修繕、増築等 

①通所棟建替え工事 

事業年度：令和 14 年度 

事業内容：通所棟の建替え・作業場等の整備 

建築費用：109,960,000 円 

 

②入所棟建替え工事 

事業年度：令和 19 年度 

事業内容：入所棟の建替え及び食堂・厨房等の整

備 

建築費用：257,670,000 円 

 

③重度棟建替え工事 

事業年度：令和 29 年度 

事業内容：重度棟の建替え及び風呂場、ボイラー

室等の整備 

建築費用：211,500,000 円 

 

④自立訓練棟建替え工事 

事業年度：令和 33 年度 

事業内容：自立訓練棟の建替え 

建築費用：72,920,000 円 

 

 

（2）車輌関係買替等 

①トラック買替購入 

事業年度：令和 8 年度 

事業内容：軽作業用運搬車両の買替購入 

購入費用：800,000 円 

 

②イース買替購入 

事業年度：令和 9 年度 

事業内容：相談支援業務用車輌の買替購入 

購入費用：1,000,000 円 

 

③シエンタⅠ買替購入 

事業年度：令和 10 年度 

事業内容：地域清掃作業用送迎車輌の買替購入 

購入費用：2,000,000 円 

④ハイエース買替購入 

事業年度：令和 11 年度 

事業内容：通所送迎車輌の買替購入 

購入費用：2,700,000 円 

 

⑤シエンタⅡ買替購入 

事業年度：令和 12 年度 

事業内容：通所送迎車輌の買替購入 

購入費用：2,000,000 円 

 

⑥ワゴン R 車買替購入 

事業年度：令和 13 年度 

事業内容：事務用車輌の買替購入 

購入費用：1,500,000 円 

 

 

（3）器具及び備品関係買替、新規購入等 

①温蔵庫買替購入 

事業年度：令和７年度 

事業内容：厨房内温蔵庫の買替購入 

購入費用：900,000 円 

 

②プレハブ冷蔵庫買替購入 

事業年度：令和８年度 

事業内容：プレハブ倉庫内冷蔵庫の買替購入 

購入費用：1,300,000 円 

 

 

（4）機械等買替、新規購入等 

①ろ過循環機買替購入 

事業年度：令和 19 年度 

事業内容：重度棟内ろ過循環機の買替購入 

購入費用：3,500,000 円 

 

②床暖房買替購入 

事業年度：令和 29 年度 

事業内容：重度棟デイルーム内床暖房の買替購入 

購入費用：3,000,000 円 
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③スプリンクラー買替購入

事業年度：令和 29 年度 

事業内容：入所棟・重度棟内スプリンクラー設置 

購入費用：30,000,000 
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区分4 区分5 区分6 区分2 区分3 区分4 区分5 区分6

入所 通所

男 5 8 11 1 7 4 4 3

女 9 5 7 5 6 3 2

0

2

4

6

8

10

12

障害支援区分別利用者数（人）

佐用

町

上郡

町

姫路

市

宍粟

市

赤穂

市

神戸

市

西宮

市

尼崎

市

三木

市

明石

市

加古

川市

丹波

市

太子

町

香美

町

津山

市

佐用

町

上郡

町

たつ

の市

美作

市

入所 通所

男 7 3 2 4 3 1 1 1 1 1 11 5 2 1

女 11 2 3 1 1 1 1 1 12 2 1 1

0
2
4
6
8
10
12
14

出身地別利用者数（人）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 10代 20代 40代 50代 60代 70代 80代

入所 通所

男 1 4 2 3 5 4 3 2 2 5 3 5 3 1

女 1 2 5 7 5 1 6 4 2 3 1

0
1
2
3
4
5
6
7
8

年齢別利用者数（人）

平均年齢 50.8歳 （男性 47.7歳 女性 54.3歳 ）

入所部 56.7歳 （男性 51.5歳 女性 62.7歳 ）

通所部 43.1歳 （男性 42.9歳 女性 43.3歳 ）

施設全体

45名

35名

80名

通所

合計

いちょう園利用者数

入所
Ⅷ．資料 

1.いちょう園 利用者実態（R7.4.1 予定） 
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平均年齢 施設全体 57.5歳 （男性 57.8歳 女性 56.8歳 ）

40代 50代 60代

女 1 1 2

男 3 2 5

0

1

2

3

4

5

6

7

8

年齢別利用者数（人）

身体 精神 知的

女 1 3

男 3 6 3

0

1

2

3

4

5

6

7
8
9

10

障害別利用者数（人）

2.あさぎり 利用者実態（R7.4.1予定） 

 

あさぎり利用者人数…14名 
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3.沿革史 

 

 【設立の経緯】 

① 佐用町手をつなぐ親の会会員からの、「子供達が安心して毎日を過ごす場所が欲しい」「この子を

世の光に」「なんとか働く場所が欲しい」との切実な思いを、佐用町、町議会にお願いし、『社会

福祉法人佐用福祉会』及び『いちょう園（通所）』を設立。 

② 「親亡き後、この子達の生活する場所が欲しい」「居住できる施設が必要」との声を受け、『ぎん

なん寮（入所）』を設立。 

③ 入所期間が長期化し、重度・高齢化する人が増え、「重度、高齢の人達が安心して暮らせる施設を」

という保護者の願いにより、『のぞみ寮（重度棟）』を増設。 

④ 「施設から地域へ」という社会からのニーズを受け、『ふれあい会館（自立訓練棟、保護者会館を

兼ねる）』『グループホームたんぽぽ』『ケアホームたんぽぽ』を設立。 

⑤ 佐用町からの委託、特定相談支援事業者、障害児相談支援事業者の指定を受け、『相談支援事業所

すまいる』を開設。 

⑥ 佐用町からの委託を受け、地域生活支援拠点事業開始。 

⑦ 旧NPO法人あさぎりを法人傘下へ。『地域活動支援センターあさぎり』として新設。 

⑧ 働く場所、訓練する場のニーズ増加に伴い、就労継続支援B型事業を開始。 

⑨ 防災の拠点、地域の交流の場として、「佐用城跡防災公園」を敷地内に竣工。 

⑩ グループホームたんぽぽ中町を開設。（旧グループホームたんぽぽを、たんぽぽ栄町とする。） 

⑪ 地域のニーズ、法体制の変異に沿って形を変えつつ、現在の佐用福祉会に至る。 

 

【沿革史年表】 

 

 

昭和57年 4月 通所更生施設　いちょう園開設 定員20名
昭和61年 4月 入所更生施設　ぎんなん寮開設 定員30名
平成 5年 1月 いちょう園　定員変更 定員22名

平成 7年 6月 ぎんなん寮重度棟（のぞみ寮）増設 定員20名

平成16年 4月 自立訓練棟・保護者会館併設 定員5名
平成18年 5月 グループホーム　たんぽぽ開設 定員4名
平成18年 10月 たんぽぽ　ケアホームを兼ねる 定員4名

平成24年 3月 佐用町より相談支援事業委託を受ける

平成26年 10月 大規模修繕工事開始
平成27年  3月 大規模修繕工事完了
平成29年 7月 佐用町の委託を受け、地域生活支援拠点事業開始
平成30年 4月 地域活動支援センターあさぎり開設 地域活動支援センターⅢ型指定
令和2年 4月 就労継続支援B型事業開始 いちょう園内にて。定員10名。
令和2年 11月 「佐用城跡防災公園」竣工式
令和3年 4月 グループホーム　たんぽぽ中町　開設 定員4名

（旧たんぽぽを　たんぽぽ栄町　に改名）

通所部、ぎんなん寮、のぞみ寮

施設入所支援　定員50名
生活介護　　　　定員72名

自立支援法新体系移行平成21年

　　〃　年 相談支援事業所すまいる開設

4月

4月 特定相談支援事業者、障害児相談支
援事業者の指定

平成 9年

いちょう園廃止　ぎんなん寮へ統一 入所定員30名
通所定員22名

入所定員50名（重度20名）
通所定員22名

4月

4月 いちょう園に名称変更
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4.敷地内図等 

 

 【いちょう園敷地内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふれあい会館
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のぞみ寮

倉庫

佐用城跡防災公園

洗濯場
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【いちょう園建物内図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



- 25 - 

 

【2F】

階段

居
室
5
号

居
室
4
号

居
室
3
号

居
室
2
号

居
室
1
号 倉庫 便所

洗面
洗濯室

【1F】

研
修
室

作
業
指
導
室

娯
楽
・
談
話
室

調理実習室 階段

洗面・浴室

便所
便所

玄関

事務所
相談室

洗面台
調理室

トイレ

トイレ

トイレ
洗濯機

物置

物置

物置

休憩室作業室

 

【ふれあい会館（自立訓練棟兼保護者会館）】                 

 

 

 

 

 

 

【グループホームたんぽぽ栄町】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2832-12） 

 

 

【グループホームたんぽぽ中町】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 3043-3） 

 

 

【地域活動支援センターあさぎり】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2892-8） 
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